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合には、いわゆる南部-Goldstoneメソンとしての pionや、 sigmaのような mesonとcoupleさせる
という考え方が自然に入ってきたのです。
それをもう少し進めて、クオーク模型に基づく描像と、中間子論との整合性に関しては、ある程度
考え方がはっきりしてきたのではなし、かと思うのですが、クオーク模型による第 II領域の部分と
中間子交換の部分は単に足していいのかというのが一つ問題になったと思います。メソンを quark
anti-quarkの束縛状態として記述できるとすれば、 Slide8にあるグラフをそのまま核子系へ持ち込む
ことによって、 Slide8で「クオーク交換j とある部分がいわゆるクオーク模型で記述できるような項
で、それに続く「中間子交換j とある部分が mesonのpropagatorで記述できるような部分という考
え方をすることで、クオーク描像に基づく部分と中間子の交換で表される部分というのを矛盾なく足
し上げることができるのではなし、かということがこの後の発展として考えられているものです。
これが、私の用意した話です。最初に申し上げましたように、大変狭い領域の話だったのですけれ
ども、これで終わらせていただきます。
討論
国贋:質問等ありましたらどうぞ。
坂東:最後の話の、クオークがdirectに交換するのと中間子の部分が加法的か?と questionmarkが
ついているのですが、結局どのように切り分けるということですか。
矢崎:答えはこの部分です。こちらの部分を中間子の交換、あるいは中間子のpropagatorというふ
うに考えれば足し上げてよいというのが一応の答えです。
坂東:それは理論的に言えることですか。
矢崎:それは言えます。中間子をつくるような簡単な相互作用の模型を作ってやると、一応これで
クオーク交換の部分と中間子交換の部分をseparateできます。
国慶:私としましては、岡・矢崎の計算をしようと，思ったときの、その心理的な動機みたいなものを
知りたいと思っているのですが。
矢崎:だいたい、あまりそういうことを話すのが得意ではないのですけど。
国贋:差し支えのないところまででも。
矢崎:いいんです。別に何か、話しにくいことがある訳では決してないのですけれども。ただ、だい
たいの感じとして、クオーク模型が baryonのspectroscopyの特徴をうまく再現するという
ことがある程度わかってきたことと、その核力の第 II領域というのがある意味で、謎で、あった
ということで、その部分をクオーク模型で記述しようというのが、多分、一応自然ではなし、か
と思うのです。ただ、先程言いましたように、同じようなことをいろいろな人が同時に考える
ものだということも非常にはっきり解りました。ちょうどその 1980年ごろに、同じようなこ
とをいろいろな所のグ‘ループが一斉に考えたというのがある意味で面白い現象だなと，思ってい
ます。
国康:当時の東大の素粒子の方との交流とか、ほかの分野の方との交流はありましたか。
矢崎:先ほど、駒場が僻地・辺境の地という話があったのですけれども、私は本郷にいたので本郷は
辺境の地とは言えないと思うんですが、この話に関しては、もちろんいくつか刺激を受けまし
たけれども、直接、これに関して相談をしたということはありません。実はその頃いらした方、
山口先生、西島先生、宮沢先生、猪木先生、それから若いほうでも、江口さんがし、らっしゃい
ましたので、当然議論すべきだったかもしれません。ただ、議論したら、きっとこんなことは
やめろと言われたかもしれないと思っています。
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